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研究成果の概要（和文）：東アフリカ、北ケニア北部に位置するナチョラ地域の中期中新世、約

１５００万年の堆積層から、２頭の全身骨格を含む８００点を超える大型類人猿、ナチョラピ

テクスの化石を発掘し、これらを整理、分析し、その結果を踏まえてヒトと大型類人猿を生ん

だ中期中新世の共通祖先とはどのようなものであったかを考察した。現生の大型類人猿とは異

なり、腕渡りへの特殊化はなく、堅果を重要な食者とする樹上の四足型登攀者であったと考え

られた。 

 

研究成果の概要（英文）：Preparations and morphological studies have been done on the large 

number, more than 800, of Middle Miocene hominoid fossils including two almost complete 

skeletons,which excavated at Nachola region in northern Kenya, East Africa. Based on the 

studies, it have been designed that a common ancestor of human and extant great apes 

might not have specialized to a brachiation, but still arboreal quadrupedal climbers whose 

main foods was hard nuts..    
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１． 研究開始当初の背景 

(1)  かつてアフリカの類人猿化石のほとんど
が前期中新世に属し、中期は極めて限られた
ものであり、後期は皆無であった。 

 

(2) 上の化石発見の状況を打破し、人類進化
の研究を進めるため、代表者らは発掘を行い、
徐々に化石標本蓄積してきた（参考文献上げ
ている）。 

(3) この研究プロジェクトを計画した理由は
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以下の通りである。代表者らが北ケニア、ナチ
ョラ地域の BG-K 化石産地で大規模な発掘を
行い、2 頭の全身骨格を含み 800 点を上まわる
大量の中期中新世大型類人猿、ナチョラピテク
ス（骨格写真を参照してください）の化石標本
を発見したことから、クリーニングを含む化石
の前処理、それに続く化石標本の記載や分析研
究が必要となったためである。 

(4) 付帯事項としては、第１には分析以前の準
備がある。発掘現場からナイロビに持ち帰っ
た化石をマトリックスから取り出すこと、化
石表面のクリーニング、化石の組み立て、そ
れに模型作製など長期にわたる多様な作業
である。 

 さらに、これらの作業は、化石に関するケ
ニアの国内法により、ナイロビのケニア国立
博物館の内部でのみ可能であり、一連の作業
は調査隊が雇用する博物館の技官が行うも
のとなっている。 

(5) 分析研究においても同館内で行わなければ
ならない。また、比較標本は欧米の博物館所
蔵のものも多く、比較研究には各地の博物館
に赴く必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の写真はナチョラピテクスの全身骨格で 

ある。無尾であるが、全体としてしては現生 

の大型類人猿の体型よりも四足型のサル類に 

似る。しかし、上肢と下肢比較すると、一見 

して上肢の方が大きい。 

 

２． 研究の目的 

本研究では主として化石の形態を分析し、化石
種の本体を探ることであるため、以下上げた項
目が具体的な目的である。 

(1) 化石標本の前処理 

① ナチョラピテクス化石標本のクリーニ
ングと化石片の組み立て 

② ナチョラピテクス化石標本の模型作製  

(2) 発見した類人猿の生息環境の分析 

① BG-K 化石産地の年代 

② BG－K 化石産地の堆積環境 

③ ナチョラピテクスの生息環境 

(3) 個別分析と統合的考察 

① 骨格化石の個別的な分析と、全体として
の 統合的な考察（食性、運動能、社会
など）蛙蛙   

② 性差、成長・老化などのナチョラピテ  
クスの生物学的特性の分析と考察。 

(4) 類人猿とヒトの共通祖先モデル：1500

万年前には人類はまだ存在しないが、その
後 700 万年前頃に出現したと考えられてい
る。そこで、現生の大型類人猿と人類を生
んだ共通の祖先をナチョラピテクスに基づ
き考察する。 

① ナチョラピテクスの特徴の抽出 

② ナチョラピテクスと現生大型類人猿と
の比較 

③ 人類と類人猿の誕生の母体となった類
人猿像の考察 

  

３．研究の方法 

(1)  骨格の部分別分担： 骨格の分担ごと
に研究分担者が担当した。部分とは頭骨、
歯牙、上肢、椎骨、下肢のそれぞれである。 

(2) 化石標本の計測・分析方法 
 ① 従来のノギスによる計測方法を基本  

とするが、データは自動的に計算機に入
力で きるシステムを用いる。 

 ② 形態を三次元的に計測する方法を用
いた。その一つは三次元デジタルカメラ
であり、他の一つは CT スキャナと三次
元構築システムである。 

左図は三次元カメラ
により撮影した頭骨
について、破損部位
ごとに計算機に取り
込み、変形した頭骨
の復元を試みた資料
である。 

４．研究成果 
(1) 頭骨は変形しているため計測は限られ
るが、観察により記載、比較した。 

① 犬歯窩は強く凹み、チンパンジーに比
べ突顎度は弱い。また側頭線の発達は中
程度である。後眼窩は中程度に狭窄する。 

② 側頭骨岩様部の破片において、弓下
窩が消失するという、現生大型類人猿に
見られる派生的形質と同様な特徴が見ら
れた。 

(2) 歯では大臼歯が４咬頭をもち、斜状隆
線を伴う類人猿の特徴をもち、大部分で変
形が見られなかった。 
① 全体としてエナメル質が分厚く、臼歯
列の咬頭は低くコンパクトであり、歯帯
の発達は弱い。これらのことから食性と
して堅果類が重要な食物であったと推
定される。 

(3) 上肢は先の写真にあるように下肢に比
べ頑丈である。 

① 頑丈な形状を示す上肢は下肢の長さに
対しても相対的にわずかに長い。 

② 種根骨の形状を前期中新世のプロコン
スル類と比べると多くの点で似るが、有
頭骨と中手骨を繋ぐ靭帯がナチョラピ
テクスで推定されることから後者の手



 

 

首はプロコンスルよりも安定していた
と推定される。 

(4) ナチョラピテクスの下肢骨は多くの点
で、前期中新世ヒト上科プロコンスルと類
似していた。 

① 形態から樹上運動に適応し、地上での生
活に特殊化した特徴は認められなかった。 

② 現生霊長類と比較し、母指による著しく
強い把握能力が認められた。 

③ しかしながら、プロコンスルと比較する
と、膝関節に異なる特徴が認められ、両者
の間で異なった様式の樹上運動がとられ
ていた可能性が示唆された。 

(5) 椎骨については頚椎、とくに環椎・軸椎
について記す。 

① ナチョラピテクスの環椎・軸椎の大きさ
はボノボ程度であった。ナチョラピテクス
の環椎には lateral bridge が認められ、
上関節面形状は現生種の個体変異が大きい
ものの、現生の大型類人猿的な形態を示し
た。更に、環椎・前結節形状は現生類人猿
とそれ以外の真猿類種との中間的な形状を
持つことがわかった。軸椎の歯突起は短く
太く、現生の大型類人猿の特徴にやや類似
し、歯突起を含めた椎体形状は現生類人猿
とそれ以外の霊長類種との中間的な形状で
ある。また、軸椎の左右の上関節面間の角
度は、現生の大型類人猿とそれ以外の霊長
類種との中間的特徴を示した。 

② ナチョラピテクスの環椎と軸椎はどちら
も、現生の類人猿的な特徴と、現生類人猿
とそれ以外の霊長類種との中間的な特徴を
合わせ持っていた。これらの形態から、ナ
チョラピテクスの移動手段・姿勢には、現
生類人猿にも見られるような、体幹が垂直
に近い姿勢のもの（例えば、ぶらさがり行
動、垂直木登り、樹上で座る姿勢）が少な
からず含まれていたのではないかと類推さ
れる。 

 

（グラフ１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の事実はナチョラピテクスの環椎・軸椎
は、原始的な形態（環椎の lateral bridge）
を持ちながらも、現生類人猿に類似した形状
になりつつあったことを示唆している。 
 
 （グラフ２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環椎について（グラフ１）：現生種の個体変
異が大きいものの、環椎の上関節面形状は現
生の大型類人猿的な形態 を示した。環椎の
前弓（前結節）の形状に関しては、現生類人
猿とそれ以外の霊長類種との中間的な形状
を持つことがわかった。 軸 椎について（グ
ラフ２）：軸椎の歯突起は短く太く、現生の
大型類人猿の特徴にやや類似している。歯突
起を含めた椎体形状は現生類人猿とそれ以
外の霊長類種との中間的な形状である。更に、
軸椎の左右の上関節面間の角度は、現生の大
型類人猿とそれ以外の霊長類種との中間的
特徴を示した。 
 



 

 

(6)類人猿とヒトの共通祖先モデル 
① ナチョラピテクスは無尾で樹上四足型

を示すが、上肢が下肢に比べ大きく、強
い樹上性が示された。 

② ナチョラピテクスは現生大型類人猿ほ
どに特殊化していないが、わずかである
が前期中新世のプロコンスルに比べ現
生の大型類人猿の特徴を示す。 

③ 上記の点を踏まえて樹上生、堅果食、上
肢と躯幹垂直的姿勢を多用する乾燥地
域に住める類人猿としておきたい。 
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